
0 1
駅
と
そ
の
周
辺
は
建
築
家
・
安
藤
忠
雄

氏
の
設
計
。駅
舎
内
の
通
路
は
ガ
ラ
ス

張
り
で
富
士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
の

山
々
が
一
望
で
き
る
。
駅
前
か
ら
美
術

館
へ
向
か
う
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
も
あ
る
。

0 5

甲
府
市
出
身
の
作
家
・
佐
藤
正
明
氏
の

作
品
。穴
か
ら
情
報
が
受
発
信
さ
れ
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
で
作
ら
れ
て
い
て
、日
本

や
山
梨
の
未
来
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
の
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

0 6
文
学
館
の
東
側
に
位
置
す
る
日
本
庭
園

に
あ
る
池
。野
鳥
も
多
く
飛
来
し
、バ
ー

ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
楽
し
め
る
。ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
が
咲
き
乱
れ
る
季
節
に
は
風
情
豊

か
な
散
策
に
心
が
和
む
。

バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
庭

竜
王
駅

ふ
み
の
池

0 2
芸
術
の
森
公
園
の
入
り
口
付
近
で
は

イ
チ
ョ
ウ
並
木
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

春
か
ら
夏
は
爽
や
か
な
緑
色
、秋
が
深

ま
る
と
黄
金
色
に
染
ま
り
、季
節
ご
と

に
美
し
い
表
情
を
見
せ
る
。

茶
室  

素
心
菴

イ
チ
ョ
ウ
並
木

芸
術
の
小
径

こ
み
ち

ザ・
ビ
ッ
グ
ア
ッ
プ
ル

N
O.
45

0 8

0 7
日
本
庭
園
の
奥
に
あ
る
。立
礼
席
21

畳
、和
室
12
畳
、茶
席
4
畳
半
が
あ
り

有
料
で
利
用
で
き
る
。ま
た
、お
茶
会

や
、落
語
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ

れ
、憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

山
梨
県
立
文
学
館

0 3
木
々
に
囲
ま
れ
心
地
よ
い
庭
。産
業
革

命
に
よ
る
工
業
化
の
波
か
ら
バ
ル
ビ
ゾ

ン
村
の
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
森
を

守
る
活
動
を
し
た
ミ
レ
ー
と
ル
ソ
ー
の

記
念
碑
の
レ
プ
リ
カ
が
あ
る
。

美
術
館
の
近
く
を
流
れ
る
貢
川
沿
い

の
土
手
は
、桜
並
木
の
遊
歩
道
と
し
て

整
備
さ
れ
、彫
刻
作
品
な
ど
も
展
示

さ
れ
て
い
る
。竜
王
駅
と
美
術
館
を
結

ぶ
散
策
路
と
し
て
も
楽
し
め
る
。

0 4

樋
口
一
葉
や
芥
川
龍
之
介
、飯
田
蛇

笏
ら
、山
梨
ゆ
か
り
の
文
豪
の
資
料

を
展
示
し
て
い
る
。ま
た
、広
く
文
学

に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
し
て

い
る
。

竜王駅から山梨県立美術館がある芸術の森公園までは、

盆地を囲む山々を眺めながら貢川沿いの遊歩道を歩くか、

バスやタクシーを使って向かいます。

人々が暮らす住宅街や、猫も散歩するのどかな道を通り、

いろいろな風景に出合うのも楽しみ。

ミレーの絵画と山梨の自然のイメージを重ねながら、

芸術の森公園とその周辺をてくてくと…。

　芸術の森公園で、美術館帰りのすてきなご夫妻に会い
ました。芸術が好きで各地の美術館や文学館を巡るのが
趣味というお二人。「東京からミレーの新収蔵作品を見に
来ました。色彩がとてもきれいな絵ですね」（奥さま）「私は山
梨出身ですから県立美術館はなじみ深いです」（ご主人）
と穏やかな笑顔で話してくれました。

散策コース

駐車場

真福寺入口

名取

竜王駅南

貢川団地入口
貢川二丁目

山県神社北

美術館前

01

02

03

04

05

06

07

08
美術館通り

N

双葉SA

スマートIC

甲府昭和IC

川沿いに
オブジェがある♪

ここからは
富士山が
きれいに見えるヨ！！　色とりどりの

バラの花がきれい

木々が多くて
癒される…

駅舎からの
眺めが最高！

紅葉がきれい

竜 王 駅

J R 中 央 本 線

貢 川

芸術の小径

イチョウ並木

バルビゾンの庭

バラ園

ボタン園

ザ・ビッグ
アップルNO.45

甲府駅へ韮崎駅へ
南口

北口

名取温泉

中
央
自
動
車
道

甲
府
バ
イ
パ
ス

山梨県立美術館

芸術の森公園

山梨県立文学館

日本庭園

茶室
素心菴

ふみの池

こだま広場

バス停（県立美術館）
※甲府駅方面

バス停
（県立美術館）
※竜王駅方面

県営
貢川団地

山梨県立美術館には、竜王駅南口から

山梨交通バスの県立美術館・甲府駅・昇仙峡方面に

乗ると便利です。
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懐
か
し
く
、美
し
い
、

人
の
心
に
宿
る
原
風
景
。

ミレーが風景画を多く描き始めたのは1850年代末頃から。風景を主題として描く中で、刻一刻と変化
していく自然の表情を表現する色調に重きが置かれるようになった。《ヴォージュ山中の牧場風景》は
旅行先でのスケッチをもとにバルビゾン村のアトリエで制作されたものである。ミレーの晩年のパステ
ル画を特徴づける豊かな色彩がここにも認められる。

「ヴォージュ山中の牧場風景」 1868年  パステル・紙／70.0×95.0cm（山梨県立美術館蔵）

緩
や
か
な
起
伏
の
あ
る
大
地
、広
が
る
空
。

そ
こ
に
は
自
然
の
恵
み
を
享
受
し
な
が
ら
生
き
る
人
間
の
日
々
の
暮
ら
し
が
あ
る
。

ミ
レ
ー
が
そ
の
温
か
な
ま
な
ざ
し
で
見
つ
め
、描
き
出
し
た
も
の
は
、

誰
も
が
心
の
ど
こ
か
に
思
い
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
原
風
景
。

ミ
レ
ー
が
描
く
風
景
画
と
、山
梨
の
風
景
は
、ど
こ
か
似
て
い
る
気
が
す
る
。

自
然
と
人
が
共
に
生
き
る
、そ
ん
な
文
化
が
根
付
い
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。 
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